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1. 細胞株：ヒト由来のがん細胞株を東北大学加齢医学研究所医用細胞資源センターや理研   
細胞バンクから入手する。  
2. アポトーシス刺激タンパク質の解析：細胞株から抽出された RNA を用いて、ジーンバン  
クの ASPP プライマーDNA、逆転写酵素により first-strand cDNA を合成する。 real time  
RT-PCR 法を使用し、定量分析する。 p53 タンパク測定、アポトーシス測定  




1. ASPP1 と ASPP2 の mRNA 発現量は p53 野生型がん細胞で減少し、p53 突然変異型がん細胞 
で減少しなかった。  
2. ヒトがん細胞株における、内生の iASPP の表現を抑制するのは細胞アポトーシスを増加   




1. ASPP1 と ASPP2 のよる p53 のがん抑制機能を影響することを認められた。  
2. 内生の iASPP の抑制は野生型 p53 があるがんにおける、p53 のアポトーシス活動を再開  
するための新しい戦略であることを示唆された。 
 
   以上の詳細については、合同研究発表会にて発表する。  
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